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研究成果の概要（和文）：書籍アクセシビリティを確保するための支援技術や制度、道具など、必要な要素は既にそろ
っている。しかし、現実には読書障害者に対する円滑なデータ提供は行われていない。そこで解決の手がかりを得るた
め、(1)書籍アクセシビリティの国際比較、（2）支援技術の活用の分析、（3）関係機関の連携のあり方の検討を行っ
た。
著作物へ接近する努力は「障害者の問題」として処理されてきた歴史がある。故に、読書障害者の読書を可能にする法
や技術が整備されたとしても、それがどのように維持活用されているかは、一般に共有されていない。今後、データ提
供のための関係機関による連携や、ルールに関する具体的な対話が強く求められる。

研究成果の概要（英文）：In Japan, there are sufficient technologies and law to ensure the rights of people
 with print disability to read. However, many disabled people encounter difficulties when obtaining text d
ata of books. In order to get insight into the causes of the problem, this paper addresses the issue throu
gh 1)international comparison of accessibility of books, 2)analysis of practical use of assistive technolo
gy, and 3)discussion of what kind of cooperation should exist between agencies offering publications.
Historically, the issue of making publications accessible has been treated as a problem of the disabled th
emselves. This tendency still persists, and in spite of the availability of law and technology, agencies o
ffering publications do not share the information about how assistive technologies are used or maintained.
If the rights of people with print disability to read are to be ensured, there is a need for agencies to d
iscuss and create systems which would enable provision of text information.

研究分野：

科研費の分科・細目：

情報学

キーワード： 情報アクセシビリティ　障害者　国際比較

情報学・図書館情報学・人文社会情報学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
2010 年「著作権法の一部を改正する法律」

が施行され、障害者の情報利用の機会の確保
のための著作物の複製が合法的な活動とし
て承認されることになった。また、複製する
主体も視覚障害者等の福祉に関する事業を
行う者のみから、大学・公共図書館等へ拡大
されることになった。 
 従来もさまざまな主体によるデータ化・デ
ータ提供はなされてきた。また、一部の出版
社からはテキストデータが提供されてきた。
しかし、多くの場合提供はなく、ボランティ
ア団体や教育機関が各自手作業で書籍テキ
ストデータを準備してきた。 
 手作業でテキストデータを準備する場合、
支援者は本をスキャンし、OCR にかけ誤認
識を修正する作業が必要になる。１冊の本を
手作業でテキストデータに変換するために
要するコストは、申請者の経験によると人件
費にして３～４万円、時間は早くて１か月を
要する。そして、このようなデータ化の取り
組みが福祉団体や教育機関、図書館といった
組織ごと個別に、予算や労力の確保に奔走し
つつ継続されてきた。 
 
２．研究の目的 
現在日本において、書籍アクセシビリティ

を確保するための支援技術や制度、道具など、
必要な要素は既にそろっている。しかし、上
述したように、現実には視覚障害者、上肢等
に不自由のある人、読字障害の人（以後、読
書障害者）に迅速かつ円滑なデータ提供は行
われていない。そこで、以下に述べる調査
（１）～（３）を実施し、支援技術の活用に
関し社会・文化・制度的側面から点検するこ
とで、問題の所在を明らかにし、解決の手が
かりを得ることができるのではないかと考
えた。 
（１）書籍アクセシビリティ確保に関する国
際比較研究 
（２）支援技術の活用に関する社会・文化・
制度的側面からの分析 
（３）出版社・福祉団体・図書館・教育機関
の連携と合意しうるデータ提供体制のあり
方に関する検討 
 
３．研究の方法 
【平成 24 年度】 
（１）書籍アクセシビリティ確保に関する国
際比較研究 
 インターネット上で得られる書籍のアク
セシビリティに関する情報を通読した。さら
に、書籍アクセシビリティに関する各国の出
版社・福祉団体・図書館・教育機関の取り組
みや動きを把握した上で論点を整理した。ま
た、ドイツ、アメリカでの事態調査を実施し
た。 
（２）支援技術の活用に関する社会・文化制
度的側面からの分析 
 点字図書や音声図書、スクリーンリーダー

の開発や普及をめぐっては、技術面だけでな
く、法、倫理、経済、文化、社会面などから
既に多くの研究の蓄積があり、啓発書に類す
る著作も多数出版されている。これらの文献
を収集し、そこにおいて読書障害者の書籍ア
クセシビリティという課題がどのように論
じられてきたかを確認した。 
 
【平成 25 年度】 
（１）書籍アクセシビリティ確保に関する国
際比較研究 
 平成 24 年度に実施した情報の収集・分析
を継続した。また、イギリス、ドイツにおい
て実態調査を実施した。 
（２）支援技術の活用に関する社会・文化・
制度的側面からの分析 
 平成 24 年度に実施した文献の収集・分析
に加え、1970 年代から支援技術の開発に取り
組んできた当事者、支援者に対する聞き取り
を実施した。 
（３）出版社・福祉団体・図書館・教育機関
の連携と合意しうるデータ提供体制のあり
方に関する検討 
 視覚に障害のある学生が現在所属してい
る大学（関西圏６大学）の図書館担当者、支
援担当者、障害のある学生を対象に聞き取り
を実施。また、国立情報学研究所の担当者に
対する聞き取りを実施。現在最も入手困難な
状況にある学術文献に関し、データを収集・
整理するための連携を組み、迅速にデータを
提供する方途について検討した。 
 
４．研究成果 
（１）書籍アクセシビリティ確保に関する国
際比較研究 
【平成 24 年度・25 年度】 
 ドイツ、イギリス、アメリカ、いずれの国
においても多少の差はあれども点字図書館
の類が存在し、点字本や音声本を提供してい
ることが分かった。また、既存の仕組みを超
えて、書籍のアクセシビリティを向上してい
こうとする非常に積極的なとりくみも存在
している。 
 また、書籍のアクセシビリティを既存の枠
を超えて拡大していこうとする取り組みに
おいては、各国の差別禁止法が大きな要因と
なっていることが明らかになった。また、製
版プロセスの電子化や電子書籍の登場も書
籍のアクセシビリティを向上するための議
論のきっかけであると認識されており、情報
通信技術の存在感の大きさを感じる結果と
なった。 
 ただし、差別禁止法や情報通信技術の存在
が大きいのは確かであるが、同時に、多様な
組織による積極的な議論も存在する。このよ
うな議論の結果、各国の著作権法が定める範
囲よりも広い著作権者の権利制限が認めら
れている事例もみられた。 
 以上の結果は、学会発表 3、7 にて報告し
ている。 



 
（２）支援技術の活用に関する社会・文化・
制度的側面からの分析 
【平成 24 年度】 
 読書障害者の書籍アクセシビリティにつ
いて論じる文献を収集、通読し、分析した。
結果、視覚障害者の間では読書の問題が明治
時代から一貫して課題であり続けたにもか
かわらず、出版社・福祉団体・図書館・教育
機関が相互に意見を交換し、情報を共有する
仕組みが今もなお存在しないこと。また、支
援技術が開発されても社会全体に共有され
ないため、例えばグラフィックユーザーイン
ターフェイスの登場など、新たな情報通信技
術が登場するたびに旧来の支援技術が使え
ないものになり、その都度、視覚障害者やそ
の支援者は新たな支援技術の開発に追われ
てきたことが明らかになった。（学会発表 6、
8、図書 1） 
【平成 25 年度】 
 支援技術の開発に取り組んできた当事者、
支援者に対する聞き取りを実施した。ここか
らは、支援技術にかける期待の大きさがうか
がわれた。しかし、それは同時に技術への過
信、技術を支える社会的側面への期待の薄さ
を浮かび上がらせる。 
 つまり、読書障害者に対する円滑なデータ
提供を阻害する要因として、支援技術そのも
のではなく、技術を生み出し支える文化的・
社会的・制度的な領域において多くの課題が
残されていることが明らかになった。 
 
（３）出版社・福祉団体・図書館・教育機関
の連携と合意しうるデータ提供体制のあり
方に関する検討 
【平成 25 年度】 
 高等教育機関向け書籍データに関しては、
①精度の高い校正が求められること、②大学
そのものが読書障害者の利用のためのデー
タ複製主体に該当する組織であるか否かが
未確定であることなどから、いずれの国にお
いても議論が難航している。 
そこで、視覚に障害のある学生が現在所属

している大学（関西圏６大学）の図書館担当
者、支援担当者、障害のある学生を対象に聞
き取り調査を実施し、データ提供体制のあり
方について検討した。 
結果、読書障害者の利用のためのデータ複

製主体として認められる大学図書館は、障害
学生支援に関する実態を知らないこと。また、
支援担当者と図書館担当者との連絡体制が
年に 1 回程度であることが明らかになった。
こういった背景から、高等教育機関での円滑
なデータ提供は困難な状況にあり、高等教育
機関に所属する学生は、学外のボランティア
に頼って教材を確保している。（発表 2、論文
2） 
 

 以上、（１）～（３）より、①著作権をめ
ぐる議論に視覚障害者の読書の問題と関連

づけてなされる議論が少なく、②個別の技術
の不適切な組み合わせが発生し、③著作権者、
読書障害者、その支援者が相互に議論し、情
報を共有する仕組みがあまり存在しないこ
とが確認された。 
そこには、著作物へ接近する努力が、社会

一般には「障害者の問題」として処理されて
きた歴史があり、現在もそのように理解され
ていることが推測される。著作権者らの間で
読書障害者の存在は不可視化され、社会全体
としての取り組みが求められる書籍のアク
セシビリティは、障害者の個人的な問題へと
矮小化され続けている。 
故に、読書障害者の読書を可能にする法や

技術が整備されたとしても、それがどのよう
に維持活用されているのかは一般的には知
られないままであり、現状のままでは今後も
状況が改善しないと予想される。 
 書籍アクセシビリティを確保するための
支援技術や制度、道具など、必要な要素は既
にそろっている。今後、関係者の間で、読書
障害者に迅速かつ円滑なデータ提供が行わ
れるためのルールに関する具体的な対話が
なされることが強く求められる。（論文 1、3、
5、6、10、11） 
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